
34 IHI 技報　Vol.59  No.2 ( 2019 )

��ɹॹɹɹɹɹݴ

�Ï�æ�Â�Ÿ�q�`�o�|�‰�M�h�¤`



35

の面も含め，これまでにない技術進歩の取込みを模索しな
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条件に速度上限がある場合は，一般的に最大出力は高くな
る．これが高エネルギー積の希土類永久磁石が高出力モー
タで期待されるゆえんである．
さらに永久磁石など硬磁性材料だけでなく，電磁鋼板な
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ステムからの自己離脱が重要な技術となる．また，スタン
バイ時間があるため，協調冗長系の平均故障時間 ( MTTF ) 

は待機冗長系よりも短く
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また，機体内に空気を取り込んで熱交換器を使う場 

合でも，高空での大気への熱交換は容易ではない．温度 

は，排熱対象が 90℃で地上気温が 20℃，上空が -50℃と
すれば，温度差は 2 倍となるが，例えば巡行高度
12 000 m≒39 000 ft とすると，気圧は 200 hPa となる．
古ľ獲する，㎈
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